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Late Pleistocene to Holocene
paleoenvironmental changes in the eastern part













































































































































































































































































































































































90aE ~ (h~ {l '~
 ¥ J 















i / ':' , 
~ !t l~f! ~.~;(~; 
a~ / I {_ 
f~~f~:~~v:~')~: f'r: ' ,i i !~ ' ) " ~ ~ 1"f] j 
¥J/,/' '~/ J~)::~ h j{"~~i_f i' !l ~co 1 ' / lll' " q;b ' f *
P'4DDA/ ! :h;FQt" L! i ' j .' J' I l,"' !~ ~::* 
j' 'f ! i 'r o~ i f /f~~ ' {' / 
10obm 'i i ¥ i ' f
 
~!1 f " I i / i 
/
 
r i 50b~ ! 
! "]~; i 
!! il 
':- I i[ i : ~' ' 
¥¥ r J-'fl Jf~ 
~._.. , V)' /*~~;~ 
¥ ~~'~;~el 
¥ ~~ ¥¥ 
¥ ~~)'~_i ¥ 



















ONGUL c' '~ 
c) l~~ (
 (:) 'SLANDS "~~ /{~ #1~~! 






-¥ ' l!i ¥¥~ ~ ¥5r~omi 
)
 
.// r_) . L
l -¥J ¥h 2aom ~f/~~F~) ~l¥~ 
~t¥J ) 1~'~,__~ it/ *~l / '~* . __ :¥ ~;? ~(/ r¥ f ~ ~ t ¥s~':~¥ 
- ~~~ s" O ~~2;:so ¥ 
L'4~IGHO VDE~)¥!! S ~ ~~~ . C) L ~:: ~ ~:¥ ¥~QL /"L ' ¥ ;~~;o_ ~ ) - -' _ t e'_




~ '_ ¥ "soit~~ j¥ ~--~ 
~'~ " (S:](,~,~~~~~b ¥  ¥* ' ¥1:: '･. f"'-'11 '¥~ ~~~ BREl D VA GNIPA ~ ~. ~ -L *1 c'1'~_'- l' ~.J ~ ( 
' rj~~~i/~'~l~ ; r onr'drG!~~cl~ J~~~~ ~ ¥ ~,: 1_]~'_'f'i -~/*_ _.~ r r'¥ _ ¥,~~.. , . 
 ･~~ . ･ , l 
~' "' r- ' 
'¥_' ( ii~re¥:l ~'f IJ 




 -.~- ･ i_ ;:. ~ r 'e] -}~r'
- '~s!"Y' 
" ~'~)1'fe'/~'~~~--- ' 'T}' . ¥  (.- *'~ : ¥ * 
. ~ ~~~t '~ 
~"~;tl !' ~ -- '~i; 
r __ '~'__~ i? CJV ¥¥_ l~ { ,~ ~-1 ' 'f'~~ , . Ih~~)~~~~~~ ¥(~?~(:~~ ( (' .  , Sl ( ~LLE'IJ ~j~s~~ :i'~ s '(~ ~ ¥ I ~-'~'~"  ~' ~i ¥ -' cl!e'-i (~:Is~ ¥ 
cm ¥ '~ e-
~~' ~'!1'1LEvrfY!!~Ls~lv¥ ~'r ~~~ ¥ 
i~~'~ 
~


























f)~Lrand ice "'"~~":~~;~;~'~~i.'~~~~~~'j~~!~i:j~;~.{~i;~~' c~'; 
'c 2ao 
s:~ _ _500  ", -
~' 
~ - Iooo 
I::::LL] 1 5aa (~ >~ > 
m 
o 210 kml ; io L=J 
[~I I = ~i~~T"5~]~~~~ (Pf~li~~~ I) _-y ~' " aj~ )V~~i~~~:i"~?,~!¥~:) 
- 29z -
'lrT 
;
 
i
 
{
 
i
 
{
 
f
 
{
 
i
 
*
 
i
 
{
 
*
 
{
 
i
 
}
 
}
 
!
 
~
 
,
 
}
 
i
 
;
 
'
 
 論文審査の結果の要鷺
 第四紀は,氷期と間氷期という著しい気候i変動が地球規模でくりかえされた時代して知られる。氷期の
 気候のもとで,陸域には氷床がひろがり,それに呼応して海水準が最大130メートルも降下したことが分
 かっている。世界の各地には,地域的な相違はあれ,この海水準の変動に対応して,氷期と間氷期の旧汀
 線を示す海岸段丘,海底段丘が発達している。氷床のひろがる南極大陸沿岸域にこのような段丘が発達す
 るのかどうか,また発達するとしたら,それらは氷期・間氷期とどのように対応するのかなど,ほとんど
 明らかにされていなかった。
 五十嵐厚夫提出の論文は,南極大陸沿岸域に残された隆起海浜堆積物の分布,その生成年代,生成のメ
 カニズムの総括的な解明に取り組んだ研究である。彼は,東南極のリュツォ・ホルム湾岸を,北はオング
 ル諸島より南はスカーレンと呼ばれる地域まで,ほぼ100kmに亘る海岸線を調査し,そこに発達する隆
 起汀線堆積物の分布高度,堆積物の層序を詳細に記載した。ついで,それらの堆積物に含まれるモラスカ
 と有孔虫の化石殻について加速器質量分析法による放射性炭素年代測定を行い,リュツォ・ホルム湾北東
 部では,古い年代の33～42kaの堆積物が,湾南東部では7ka以降の若い年代の隆起海浜堆積物が分布す
 るこを明らかにした。さらに,これらの堆積物に含まれる底生有孔虫の群集組成と有孔虫殻の酸素・炭素
 安定同位対比を分析し,それらをオングル海峡,ホノール氷食海底谷から得られた海底コア中の有孔虫群
 集について'得られた同様なデータと比較した。その結果,崇の東南極地域における隆起海浜堆積物中の有
 孔虫群集は,南極海で最も高水温の水塊である周極深層水(CircumpolarDeepWa七er:CDW)の影響
 下に生息する群集と対応することを見出した。このことから,彼は,比較的温度の高いCDWの湾内への
 流入がこの地域の氷床の後退に寄与し,氷床が後退した海岸線にこのような堆積物が生成したと結論づげ
 ている。
 以上,本論文は,南極大陸沿岸域の第四紀環境の理解に重要な寄与をしたものであり,著者が自立して
 研究活動を行なうのに必要な高度の研究能力と,その基礎となる豊かな学識を有することを示している。
 よって,五十嵐厚夫提出の論文は博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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